










６．折りたたみ方法
※付属の六角棒スパナ（呼び５）をご用意ください。

１．（図１）を参考に、ヒンジ内側のボルトを、片側３本ずつ、計６本ゆるめます。
ゆるめ不足、ゆるめすぎにご注意ください。

２．手すりを、①少し上に持ちあげてから、②ゆっくりと倒します。（図２）
動きが固い場合は、ボルト６本全てがゆるんでいることを確認してください。

３．＜手順１＞でゆるめたボルトのうち、真ん中の１本を両側ともしっかりと
締め付けます。（図３－ボルト①）

４．（図３）ボルト②、ボルト③の順に、残りのボルト４本を軽く締め付けます。
折りたたんだ後は手すりが開かないことを確認してください。

※付属の六角棒スパナ（呼び５）をご用意ください。

１．（図１）を参考に、ヒンジ内側のボルトを、片側３本ずつ、計６本ゆるめます。
ゆるめ不足、ゆるめすぎにご注意ください。

２．手すりをゆっくりと起こします。（図２）
動きが固い場合は、ボルト６本全てがゆるんでいることを確認してください。

３．手すりを垂直まで起こすと、ヒンジ内部の凸と凹が嵌合します。（図３）
この状態で手すりを軽く動かしてみて、倒れないことを確認してください。

４．ヒンジ内側のボルトのうち、真ん中の１本を両側ともしっかりと
締め付けます。（図４－ボルト①）

５．（図４）ボルト②、ボルト③の順に、残りのボルト４本をしっかりと締め付けます。
展開後は手すりがしっかりと固定されていることを確認してください。

７．折りたたんだ状態からの展開方法
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垂直に起こした際に内部の
凸凹が嵌合します。

②真ん中の１本
ヒンジが擦れなく動く程度に
軽くゆるめる。

①上下２本
正面から見て、ボルトの頭が
ヒンジから２～３mm飛び出す
程度までゆるめる。

２～３mm

２～３mm

図１（ヒンジを正面から見た図）

②真ん中の１本
ヒンジが擦れなく動く程度に
軽くゆるめる。

①上下２本
正面から見て、ボルトの頭が
ヒンジから２～３mm飛び出す
程度までゆるめる。

図１（ヒンジを正面から見た図）

図２ 図４（折りたたみ完了図）
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８．設置方法

９．設置の際の点検項目

点検項目 確認

手すりとベースはしっかりと固定されていますか？

手すりの取り付け位置は適正ですか？

ヒンジにガタつきはありませんか？

ストッパー用キャップは確実に締まっていますか？

手すりの高さは適正ですか？

１

２

３

４

５

６

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ
（Ｐ４参照）

いいえ
（Ｐ４参照）

いいえ
（Ｐ５参照）

いいえ
（Ｐ５参照）

いいえ
（Ｐ６参照）

図１（廊下と居室の段差で使用する場合）

図２（椅子、ソファで使用する場合）

ご使用の際にベースが持ち上がり、床面との隙間が生じることが
ありませんか？

いいえ
↓

オプション品「ウエイト」を
ご使用ください（P９参照）

●本製品を組み立てて設置する際に、以下の項目を確認してください。
異常があった場合は直ちご使用を中止し、納入業者にご連絡ください。

●廊下と居室の小さな段差で使用する場合（図１）
設置イメージのように、使用者が歩行される位置に設置してください。
必ず段差の下に置いてご使用ください。
１０ｃｍ程度までの小さな段差でご使用ください。

●椅子、ソファからの立ち上がりなどで使用する場合（図２）
設置イメージのように、座る位置の前方に設置してください。

●玄関の立ち上がりなどで使用する場合（図３）
設置イメージのように、使用者が歩行される位置に設置してください。
段差部で使用される場合は必ず段差の下に置いてご使用ください。
１０ｃｍ程度までの小さな段差でご使用ください。

※ご使用の際にベースが持ち上がり、床面との隙間が生じることが
　 ある場合、本製品の安定性を向上させるオプション品
　 「ウエイト」のご使用をおすすめします。（P９参照）

図３（玄関で使用する場合）
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１０．お手入れ方法

１１．このようなときには

症状 お調べいただくところ 処置のしかた

手すりに
ガタつきがある

ストッパーが入らない

ストッパー用キャップが
締まらない

ベースに手すりを取り付けるボルトは
しっかりと締め付けられていますか？

六角穴付きボタンボルト（Ｍ８×２０）４箇所を
しっかりと締め付けてください。（Ｐ４参照）

ストッパー用キャップを
確実に締めてください。（Ｐ５参照）

ヒンジのボルト６箇所を
しっかりと締め付けてください。（Ｐ５‐６参照）

平らな床で水平な場所に設置してください。

手すりの穴と支柱の穴が重なるように
高さを調整してください。（Ｐ５参照）

ヒンジのボルトは
しっかりと締め付けられていますか？

ストッパー用キャップは
確実に締まっていますか？

床に段差などはありませんか？

ストッパーは
正しく取り付けられていますか？

手すりの穴と支柱の穴の位置は
合っていますか？

ストッパーを正しく取り付けてください。
（Ｐ５参照）

●金属部分
普段のお手入れ：柔らかい布でから拭きしてください。
汚れた時 ：家具用クリーナーで拭き取ってください。

●樹脂部分
普段のお手入れ：柔らかい布でから拭きしてください。
汚れた時 ：薄めた中性洗剤を染み込ませた布で拭き、仕上げに水拭きしてください。

●消毒方法
アルコールを使用する場合：アルコール消毒剤を柔らかい布に吹きつけてから清拭してください。
次亜塩素酸を使用する場合：６％水溶液を１００～２００倍に希釈して清拭し、仕上げに水拭きしてください。

○製品に６０℃以上の温度を加えないでください。乾燥室をご使用の際は、室温を６０℃以下に設定し、
製品に直接熱風・熱気が当たらないようにしてください。製品の変形や破損の原因になります。

○汚れ具合により、期待通りの結果が得られない場合もあります。
○次亜塩素酸を希釈せずに使用したり、希釈溶液に浸漬させての消毒はおやめください。
○有機溶剤（シンナー・ベンジンなど）、殺虫剤、強酸性洗剤は使用しないでください。
○オゾンガスは金属部分に影響を与えるため、使用しないでください。
○金属ブラシ、ナイロンたわしなどは傷をつけるため、使用しないでください。
○高圧洗浄機や水洗いはしないでください。サビなど劣化させる恐れがあります。
○オートクレーブには対応しておりません。

注意

次のような場合は故障ではありません。
修理を依頼される前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、下記のことをお調べになり、
それでも直らないときは、納入業者へご相談ください。
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１２．オプション品（別売り）

保証書保証書

品名 保証期間

お名前

者
業
入
納

〒

TEL （ ）

お買い上げ日 年 月 日より１年間床置き式手すり「楽起」　波型

ご住所
〒

「ベース用マット」 「ウエイト」

※オプション品の詳細につきましては、納入業者へお問い合わせください。

「ベース用マットすべり止め付き」
●ベースの上に敷くことで滑りづらくなり、素足でのった際の冷たさを軽減します。
●マットの裏面は吸着面になっており、ベースに貼るだけで簡単に取り付けできます。

「ウエイト」
●本製品の支柱に取り付けることで、安定性を向上させます。
●工具なしで簡単に取り付けできます。

この保証書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。お買い上げの日から保証期間中に、取扱説
明書（本紙）に記載の注意事項に従った正しい使用状態で故障した場合は、本書をご提示の上、納入業者に修理をご依
頼ください。

●この保証書をお受け取りになるときに、お買い上げ日、納入業者名が記入（押印）してあることを確認してください。
保証書は再発行いたしませんので紛失されないよう大切に保存してください。

●保証期間中でも、次の場合は有料修理になります。
（１）使用上の誤り、あるいは不当な改造や修理による故障や損傷。
（２）お買い上げ後の落下や輸送による故障や損傷。
（３）塗装の色あせなどの経年劣化または使用に伴う摩耗などにより生じる外観上の不具合。
（４）火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変ならびに、公害、事故、その他の外部要因による故障や損傷。
（５）リサイクル業者や使用者による再販など、弊社の責任範囲を超える場合など。
（６）本書の提示がない場合。
（７）本書にお買い上げ日、納入業者名、お客様名がない場合、または字句を書き換えられた場合。

●本書は日本国内においてのみ有効です。
（This warranty is valid only in Japan.）

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがって、この保証書に
よってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、
納入業者または弊社カスタマーサービスセンターにお問い合せください。

「ベース用マット」
●素足でのった際の冷たさを軽減します。
●マットの裏面は吸着面になっており、ベースに貼るだけで簡単に取り付けできます。



※製品の仕様、外観等は、改良などにより、予告なしに変更することがあります。
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